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私
の
曽
祖
父
山
口
善
吉
が
、
今
の
福
岡
県
う
き
は
市
吉
井
町
よ
り
長
崎
に
来
た
の

は
、
慶
応
元
年
2
月
9
日
と
書
い
て
あ
っ
た
。
善
吉
は
山
口
團
蔵
の
次
男
で
弘
化
元

年（
1
8
4
4
）11
月
20
日
生
、
20
歳
の
時
長
崎
に
来
て
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
を
始
め

た
よ
う
で
す
。

　
明
治
元
年
1
月
15
日
南
高
来
郡
山
田
村
、久
米
茂
三
郎
二
女
で
嘉
永
2
年（
1
8
4
9
）

12
月
10
日
生
ま
れ
の
ハ
ル
と
結
婚
。
と
き
に
善
吉
24
才
、
ハ
ル
19
才
で
あ
っ
た
。

　

最
初
に
大
浦
で
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
を
始
め
た
人
は
、
角
谷
弥
平
氏
と
父
か
ら
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
。
後
に
大
浦

洗
濯
営
業
組
合
が
出
来
、
営

業
者
人
名
の
初
め
に
名
前
が

書
い
て
あ
っ
た
の
は
角
谷
弥

平
氏
だ
っ
た
。

　

大
浦
東
町
に
今
で
も
当
時

の
井
戸
が
残
っ
て
い
る
。
法

務
局
で
調
べ
た
ら
、
大
浦
東

町
2
番
地
5
坪
、
明
治
26
年

8
月
1
日
分
割
と
書
い
て

あ
っ
た
が
、
法
務
局
が
出
来

た
時
期
が
そ
の
頃
で
そ
の
前

の
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
と
言

わ
れ
た
。

　

井
戸
は
、
大
浦
4
4
7
番

戸　

角
谷
弥
平
、
大
浦

9
5
0
番
戸　

山
口
善
吉
、

大
浦
9
4
5
番
戸　

松
尾
帍

三
と
3
人
の
所
有
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
明
治
26
年
9
月
30
日
の
買
得
で
角
谷
弥
平
外
9
名
と
な
っ
て
い
た
。

　

組
合
規
約
も
3
種
あ
り
、
明
治
15
年
6
月
13
日
と
あ
る
の
が
一
番
古
く
、
営
業
者

人
名
が
あ
る
の
は
明
治
31
年
10
月
1
日
か
ら
大
浦
東
町
と
書
い
て
あ
る
の
は
大
正
2

年
6
月
か
ら
で
あ
る
。

　

山
口
善
吉
は
大
浦
東
町
1
番
か
ら
5
番
地
を
所
有
し
、
5
番
地
に
住
ん
で
い
た
が
、

1
番
2
と
4
番
だ
け
善
吉
の
名
前
が
な
か
っ
た
。

　

最
近
、
青
田
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
写
っ
て
い
る
の
で
明
治
6
年
頃
と
思
わ
れ
る
写
真

が
長
崎
大
学
図
書
館
に
あ
り
、
そ
こ
に
は
山
口
の
洗
濯
店
も
写
っ
て
い
た
。

　

当
時
は
石
橋
ま
で
は
居
留
地
で
洋
館
が
建
ち
並
ん
で
い
た
。
石
橋
か
ら
す
ぐ
カ
ー

ブ
に
な
っ
た
所
に
山
口
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
あ
っ
た
。
そ
し
て
山
口
よ
り
上
の
ほ
う
は

田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
い
た
。

　

明
治
時
代
、
大
浦
川
を
中
心
に
88
軒
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
が
営
業
し
て
い
た
。
規

約
書
に
は『
各
自
平
等
に
利
益
を
得
て
、
洗
濯
物
の
委
託
者
に
対
し
便
宜
を
は
か
る

を
目
的
と
す
る
。』と
第
1
条
に
あ
っ
た
。
役
員
を
決
め
、
係
も
決
め
て
い
た
。
又
大

浦
川
を
組
合
総
員
で
毎
月
3
回
清
掃
し
て
い
た
。

　

山
口
は
、
ア
メ
リ
カ
の
御
用
達
で
、
艦
船
が
入
る
と
急
い
で
仕
上
げ
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
で
、徹
夜
で
仕
上
げ
、又
、雨
の
時
は
ス
ト
ー
ブ
で
乾
か
し
仕
上
げ
て
い
た
。

機
械
化
す
る
前
は
、
大
き
な
洗
濯
板
で
洗
っ
て
い
た
ら
し
く
、
父
が
私
に
一
度
見
せ

て
く
れ
た
事
が
あ
っ
た
。
洗
濯
板
を
巧
み
に
こ
な
し
て
い
た
の
に
は
驚
い
た
。
石
鹸

は
、
中
国
か
ら
購
入
し
て
い
た
の
で
父
の
兄
弟
は
よ
く
上
海
に
行
っ
て
い
た
そ
う
で

あ
る
。
炭
の
入
っ
た
ア
イ
ロ
ン
を
使
用
し
、
洗
濯
物
を
干
す
の
に
は
、
綱
を
よ
っ
て

そ
れ
に
洗
濯
物
を
挟
み
、道
路
に
も
干
し
て
い
た
。
88
軒
あ
っ
た
当
時
か
ら
現
在
残
っ

て
い
る
の
は
、
青
田
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
山
口
の
2
軒
で
あ
る
。
青
田
さ
ん
は
、
明
治

6
年
創
業
ロ
シ
ア
の
御
用
達
だ
っ
た
。

　

曽
祖
父
善
吉
は
、
明
治
10
年
頃
か
ら
大
浦
諏
訪
神
社
を
立
て
直
す
た
め
か
、
明
治

13
年
京
都
に
行
っ
て
い
る
。
大
正
3
年
同
社
の
再
建
の
記
念
碑
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、

大
浦
洗
濯
業
組
合
20
名
の
組
合
員
の
名
前
が
残
っ
て
い
る
。
善
吉
は
大
正
2
年
10
月

に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　

善
吉
の
長
男
重
吉
は
明
治
元
年
11
月
4
日
の
生
ま
れ
で
、
明
治
3
年
養
子
に
迎
え

た
と
記
し
て
あ
る
。
と
こ
ろ
が
明
治
5
年
実
子
吉
松
が
生
ま
れ
た
が
、
長
男
が
既
に

い
た
為
、
吉
松
は
次
男
と
し
て
登
記
し
て
あ
る
。

　

明
治
43
年
11
月
に
善
吉
は
、
重
吉
を
離
別
し
た
と
記
し
て
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
、

大
正
2
年
善
吉
没
後
1
ヵ
月
再
び
善
吉
家
内
ハ
ル
は
重
吉
を
山
口
家
に
復
籍
さ
せ
て

い
る
。
そ
し
て
大
浦
諏
訪
神
社
の
再
建
記
念
碑
の
20
名
の
組
合
員
の
名
前
の
中
に
重

吉
の
名
前
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
長
男
重
吉
は
、
西
小
島
1
番
地
で「
ば
っ
て
ん
」と
い
う
料
理
屋
を
開
い

て
い
る
。
昭
和
2
年
刊
の『
長
崎
商
工
名
鑑
』に
は
日
本
料
理
店
と
書
い
て
あ
っ
た
が
、

昭
和
6
年
に
は
、
支
那
料
理「
抜
天
」山
口
重
吉
と
書
い
て
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
昭
和
7
年
の『
長
崎
の
史
跡
と
名
勝
』と
い
う
本
の
広
告
の
と
こ
ろ
に
は
写

真
入
り
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
っ
た
。

　

当
時「
ば
っ
て
ん
」で
支
那
料
理
を
作
っ
て
い
た
の
は
後
の
宝
来
軒
の
陳
さ
ん
だ
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。

　

重
吉
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
昭
和
11
年
8
月
21
日
。
そ
し
て
尾
崎
ナ
ツ（
ツ
ナ
）さ

ん
は
、
重
吉
を
看
取
っ
た
人
と
戸
籍
に
書
い
て
あ
っ
た
。

　

私
の
母
も
こ
の
人
が
奥
さ
ん
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
そ
う
で
、
母
は「
丸
山
の
ば
っ

て
ん
」に
行
く
と
食
事
を
よ
ば
れ
、
帰
り
に
大
波
止
の
牛
乳
風
呂
に
入
っ
て
行
く
よ

う
に
と
お
小
遣
い
を
貰
っ
た
と
話
し
て
い
た
。

　

次
男
吉
松
は
、
明
治
5
年
生
ま
れ
、
東
山
学
院
を
卒
業
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ロ

シ
ア
語
、
中
国
語
を
話
し
、
松
が
枝
町
42
番
地
で
商
社
み
た
い
な
仕
事（
石
炭
、
食

料
品
、
洗
濯
物
な
ど
振
り
分
け
る
）を
し
て
い
た
。
大
正
時
代
、
吉
松
は
保
証
倒
れ

で
財
の
大
半
を
無
く
し
、
父
た
ち
兄
弟
は
大
変
苦
難
の
道
を
歩
い
た
よ
う
で
す
。
吉

松
は
、
昭
和
16
年
8
月
3
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　

吉
松
の
五
女
キ
ク
エ（
明
治
39
年
10
月
24
日
生
）は
、
長
崎
で
最
初
に
宝
塚
に
行
っ

た
人
で
、
大
正
13
年
ま
で
在
籍
し
て
い
た
。
キ
ク
エ
さ
ん
は
長
崎
公
演
に
も
参
加
し

て
、
そ
れ
を
観
た
父
吉
松
も
大
変
喜
ん
だ
そ
う
で
す
。�

（
本
会
協
力
委
員
）

三
六
五
号　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
五
日

長
崎
大
浦
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
物
語

○
今
年
も
十
二
月
を
迎
え
ま
し
た
。
何
か
、
忙
し
い
、
慌
し
い
一
年
で
し
た
。
然
し
、
ど

う
に
か
、
本
会
創
立
三
十
年
の
年
の
瀬
を
越
す
事
が
出
来
る
よ
う
で
御
座
い
ま
す
。
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
次
に
、
十
一
月
に
は
Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
の
方
々
が
発
足
以
来
八
年
の
御
苦
労
を
経

て
Ｊ
リ
ー
グ
入
り
を
さ
れ
た
と
の
事
、
心
よ
り
御
祝
辞
を
御
贈
り
い
た
し
ま
す
。

○
今
年
の
冬
至
は
十
二
月
二
十
一
日（
旧
十
一
月
九
日
）で
あ
り
、
こ
の
日
よ
り
い
よ
い
よ

大
寒
に
向
う
日
で
あ
る
と
言
う
。
長
崎
の
旧
商
家
で
は
冬
至
の
日
を「
一
陽
来
復
の
日
」

と
言
い
床
の
間
に
関か
ん
　
う羽
の
画
像
を
か
け
、
供
物
を
さ
さ
げ
て
商
売
繁
昌
を
祈
り
、
善
哉

汁
粉
を
い
た
だ
く
の
を
例
と
し
て
い
た
。
そ
の
故
、
長
崎
の
旧
家
に
は
多
く
関
羽
像
を

み
か
け
て
い
た
が
今
は
殆
ど
み
る
事
は
な
い
。

○
そ
の
冬
至
の
後
十
一
日
に
あ
た
る
日
を「
阿オ
ラ
ン
ダ

蘭
陀
正
月
」と
言
い
て
、
年
々
出
島
へ
あ
ま

た
の
出
島
役
人
、
通
詞
入
り
来
る
。
そ
し
て
、
西
洋
風
の
音
楽
と
大
宴
会
が
催
さ
れ
て

い
る
。

○
こ
の
阿
蘭
陀
正
月
の
行
事
は
大
変
有
名
で
あ
り
其
の
模
様
は
、
文
政
年
間（
一
八
二
〇

～
）に
編
集
さ
れ
た「
長
崎
名
勝
図
絵
」に
詳
し
く
記
し
て
あ
る
。
出
島
の「
オ
ラ
ン
ダ
正

月
」は
多
分
に
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
人
に
と
っ
て
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
祝
を
兼
ね
た
祝
宴

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
先
輩
方
は
私
に
話
し
て
下
さ
っ
た
事
が
あ
る
。

○
十
二
月
と
い
え
ば「
除
夜
の
鐘
」が
あ
る
。
最
近
は「
除
夜
の
鐘
」を
つ
き
、
す
ぐ
其
の
足
で

長
崎
三
社
参
り
に
行
か
れ
る
人
が
多
い
。
寺
の
鐘
は
梵
鐘
と
い
う
、
梵
と
はBrahm

an

を

語
源
と
し
、「
世
界
の
根
源
的
創
造
原
理
」を
言
う
と
記
し
て
あ
っ
た
。（
佛
語
大
辞
典
）

○
今
月
、
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
書
籍

　

第
六
四
回
正
倉
院
展
開
催
事
務
局
よ
り『
正
倉
院
展
図
録
』。
本
年
の
展
示
品
の
う
ち
有

名
な
も
の
に
螺
鈿
細
工
入
り
琵
琶（
聖
武
天
皇
所
持
）、
双
六
盤
、
瑠
璃
の
盃
、
銅
薫
炉
、

奈
良
時
代
の
古
文
書
等
六
十
四
件
の
展
示
品
の
図
録
で
あ
っ
た
。

○
平
野
恵
子
女
史
よ
り『
新
島
八
重
を
歩
く
』来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
新
島
八
重
関
係

の
本
で
平
野
女
史
も
本
編
の
中
に「
八
重
の
兄
、
山
本
覚
馬
と
長
崎
」の
事
を
記
し
て
お

ら
れ
る
。（
潮
書
房
光
人
社
刊
・
二
五
〇
〇
円
）

○
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
長
崎
支
部
久
保
美
洋
子
女
史
よ
り『
海
港
№
76
』。
各
氏
の
短
歌
と
共

に
コ
ス
モ
ス
福
岡
大
会
記
録
、
エ
ッ
セ
ー
等
あ
り
楽
し
か
っ
た
。

　

皆
様
、
ど
う
ぞ
良
き
新
年
を
御
迎
え
下
さ
い
ま
せ

�

事
務
局
一
同

　

長
崎
名
物　

支
那
料
理　

し
っ
ぽ
く
料
理　

鋤
焼　

会
席

　

由
緒
深
き
花
月
跡　

是
非
御
来
遊
を
お
待
申
し
上
げ
ま
す

　

長
崎
丸
山
町（
元
花
月
跡
）ば
っ
て
ん
家　

電
話
1
1
8
9

木
原
　
妙
子

大浦商店街（山口善太郎撮影）


